
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



第４章　富山県の目指すべき将来像
１　県づくりの視点
　　今後10年を見据え、富山県が一層の発展を遂げるために重要

となる視点を提示
　　○新たな価値創出
　　○グローバル新時代
　　○ふるさと
　　○人づくり
２　目指すべき将来像と計画の基本理念（目標）
　　［将来像］

　　［基本理念（目標）］

３　目指すべき将来像の実現に向けた政策
　　１. 政策体系　

「活力」、「未来」、「安心」の３つ
を柱とする基本政策（85政策）
＋重要政策「人づくり」（15政策）
：計100の政策と政策目標を
設定

　　２. 重点戦略
各政策体系を横断的、有機的に捉えた取組みを重点的かつ
戦略的に展開

４　2020年代半ばに期待される富山県の姿

みんなで創ろう！　人が輝く　元気とやま新時代
－活力、未来、安心のふるさと－

第１章　計画策定にあたって
１　計画策定の趣旨  北陸新幹線の開業と地方創生戦略の二つを追い風として最大限に活かしながら、社会経

済情勢が変化するなか、「とやま新時代」にふさわしい県づくりの取組みを具体的に提示
するもの

２　計画の性格、特色 １. 県民と県が将来像を共有する計画
２. 県民の視点に立った成果重視の計画
３. 富山県の強みを最大限発揮する計画

３　計画の構成と目標年次 総論、基本計画、長期構想で構成、2026年度を目標年次とする。

第６章　計画の実効性の確保と推進
１　計画の実効性の確保 １. マネジメントシステム活用による実効性確保　 ２. 計画の弾力的な推進、見直し
２　計画の推進 １. 県民の参画と協働　　２. 市町村との連携等　　３. 県境を越えた広域的連携

第３章　富山県の現状と課題
Ⅰ　基本政策分野
＜活力とやま＞
１ 産業・雇用　　　２ 農林水産業
３ 交通・物流基盤　４ 観光・まちづくり
＜未来とやま＞
５ 結婚・出産・子育て　６ 教育
７ 文化・スポーツ、県民活動
８ 魅力ある地域づくり
＜安心とやま＞
９ 医療・健康　10 地域福祉
11 環境・エネルギー　12 安全・安心な暮らし
Ⅱ　重要政策分野
＜人づくり＞
１ 子どもの健全育成　２ 若者の成長と自立、
社会参加　３ 女性の活躍　４ 働き盛りの能力
発揮　5 高齢者の生きがいと社会貢献

第２章　時代の潮流と富山県に
　　　　おける状況変化
１　時代潮流
　　１. 経済・社会のグローバル化の進展
　　２.  少子高齢化の進行と人口減少社会の
　　　  到来

　３.  安全・安心な社会の構築等に向けて
２　富山県における状況変化
　　１. 北陸新幹線開業と陸・海・空の交通
　　　  基盤の整備・活用
　　２. 県内産業の新たな動き
　　３. 地域の活力強化への動き
３　県民意識とニーズ
　　１. 県民意識調査
　　２.  有識者アンケート
　　３.  若者アンケート

元気とやま創造計画 ―とやま新時代へ 新たな挑戦― の構成
第１編　総論

第５章　県政運営の基本姿勢
１　オープンで分かりやすい県政　　　　２　県民の自立と幸せを重視する県政　　　　３　スピード重視の県政
４　現場重視で効率的な県政　　　　　　５　市町村、地域との連携と支援、県土の均衡ある発展
６　「とやまから日本を変える」改革と創造

勤勉で進取の気性に富む人材、恵まれた自然、歴史・文化、
交通・情報通信基盤、産業集積などを活かし、創意工夫、
意欲ある取組みが展開されている「活力」あふれる県

活力

豊かな自然や生活環境を活かし、住み慣れた地域の中で、
健康で快適に、安全で「安心」して暮らせる県安心

明日を担う人材が健やかに育まれ、文化・スポーツの振興
など多彩な県民活動、ふるさとの魅力を活かした地域づく
りが進められている「未来」への希望に満ちた県

未来

１　富山県総合計画

Ⅱ　
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第３編　長期構想

第１章　重点戦略
１　とやまの価値創造戦略～「大ゴールデン回廊」の拠点を目指して～
２　とやまのグローバルブランド推進戦略
３　人口減少社会にしなやかに対応する人と地域の活性化戦略
４　災害に強く、環境にやさしい持続可能な県づくり戦略
５　健康・元気で安心な共生社会づくり戦略

第４章　地域別の特性と取組み
Ⅰ　各地域の概要
Ⅱ　地域別の方向（「地域の特性と課題」　「取組みの方向」等）
　　１　新川地域　　　２　富山地域　　　３　高岡・射水地域　　　４　砺波地域

第２編　基本計画

１　世界のものづくり拠点構想　　　　　　　　　　　　２　人生１００年時代とやま構想
３　富山がリードする食と農の王国構想　　　　　　　　４　文化・知の交流のハブ構想
５　環境・エネルギーフロントランナーとやま構想　　　６　世界ブランド「立山黒部」発信構想
７　水がつなぐ豊かな海・里山構想

第２章　基本政策

政策の体系
１　政策体系
２　政策・政策目標、主な施策及び県民参考指標
３　各政策の読み方

活力とやま
１　グローバル競争を勝ち抜く力強い産業の育成と雇用の確保
２　生産性・付加価値の高い農林水産業の振興
３　環日本海・アジア新時代に向けた陸・海・空の交通基盤等の強化
４　観光振興と魅力あるまちづくり 計３０政策

未来とやま
１　結婚・出産・子育ての願いがかなう環境づくり－県民希望出生率1.9へ－
２　真の人間力を育む学校教育の振興と家庭・地域の教育力の向上
３　文化・スポーツの振興と多彩な県民活動の推進
４　ふるさとの魅力を活かした地域づくり 計２８政策

安心とやま　
１　いのちを守る医療の充実と健康寿命日本一
２　住み慣れた地域で安心して暮らせる福祉の推進
３　環日本海地域をリードする「環境・エネルギー先端県」づくり
４　災害に強く、「日本一安全・安心な県」づくり 計２７政策

第２節

第３節

第４節

第１節

第３章　重要政策　「人づくり」
Ⅰ　富山県の目指す人づくり
Ⅱ　政策体系
　　１　富山県や日本を担う子どもの育成　　２　若者の成長と自立、起業の支援、社会参加の促進
　　３　女性の活躍とチャレンジへの支援　　４　すべての人が活躍できる環境づくり
　　５　エイジレス社会実現と「かがやき現役率」の向上 計１５政策

合計１００政策

人
づ
く
り
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第３編　長期構想

第１章　重点戦略
１　とやまの価値創造戦略～「大ゴールデン回廊」の拠点を目指して～
２　とやまのグローバルブランド推進戦略
３　人口減少社会にしなやかに対応する人と地域の活性化戦略
４　災害に強く、環境にやさしい持続可能な県づくり戦略
５　健康・元気で安心な共生社会づくり戦略

第４章　地域別の特性と取組み
Ⅰ　各地域の概要
Ⅱ　地域別の方向（「地域の特性と課題」　「取組みの方向」等）
　　１　新川地域　　　２　富山地域　　　３　高岡・射水地域　　　４　砺波地域

第２編　基本計画

１　世界のものづくり拠点構想　　　　　　　　　　　　２　人生１００年時代とやま構想
３　富山がリードする食と農の王国構想　　　　　　　　４　文化・知の交流のハブ構想
５　環境・エネルギーフロントランナーとやま構想　　　６　世界ブランド「立山黒部」発信構想
７　水がつなぐ豊かな海・里山構想

第２章　基本政策

政策の体系
１　政策体系
２　政策・政策目標、主な施策及び県民参考指標
３　各政策の読み方

活力とやま
１　グローバル競争を勝ち抜く力強い産業の育成と雇用の確保
２　生産性・付加価値の高い農林水産業の振興
３　環日本海・アジア新時代に向けた陸・海・空の交通基盤等の強化
４　観光振興と魅力あるまちづくり 計３０政策

未来とやま
１　結婚・出産・子育ての願いがかなう環境づくり－県民希望出生率1.9へ－
２　真の人間力を育む学校教育の振興と家庭・地域の教育力の向上
３　文化・スポーツの振興と多彩な県民活動の推進
４　ふるさとの魅力を活かした地域づくり 計２８政策

安心とやま　
１　いのちを守る医療の充実と健康寿命日本一
２　住み慣れた地域で安心して暮らせる福祉の推進
３　環日本海地域をリードする「環境・エネルギー先端県」づくり
４　災害に強く、「日本一安全・安心な県」づくり 計２７政策

第２節

第３節

第４節

第１節

第３章　重要政策　「人づくり」
Ⅰ　富山県の目指す人づくり
Ⅱ　政策体系
　　１　富山県や日本を担う子どもの育成　　２　若者の成長と自立、起業の支援、社会参加の促進
　　３　女性の活躍とチャレンジへの支援　　４　すべての人が活躍できる環境づくり
　　５　エイジレス社会実現と「かがやき現役率」の向上 計１５政策

合計１００政策

人
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318 第２編　基本計画

●県内の外国人住民数は2008（H20）年度をピークに一旦減少傾向にありまし
たが、近年は再び増加しつつあります。中国やブラジル国籍者が全体の約５
割を占めていますが、ベトナムやフィリピン国籍の住民なども増加していま
す。また、滞在の長期化・定住化が進んでいます。

外国人住民数：16,637人（2018〈H30〉年１月１日現在）
ベトナム籍H24：395人⇒H29：2,881人、フィリピン籍H24：1,719人⇒H29：2,148人

●人口減少、少子高齢化が進展するなか、多様な文化や習慣、価値観を持つ外
国人を、地域社会の一員として受け入れ、日本人と共に活躍できる社会を目
指していくことが、ダイバーシティ（※１）の観点からも重要です。

●一方、企業の海外展開の活発化に対応し、アセアン地域などからの優秀な留
学生の受入れを拡大し、地域を支える貴重な人材として育成していく観点も
重要となっています。

●グローバル化、ボーダーレス化の進展に伴い、活力ある地域社会の実現、国
際的視野を有する人材の育成、国際理解の促進、国際社会への貢献といった
観点から、県民や民間団体等が積極的に国際交流・協力活動に参加できる仕
組みづくりや、世界で活躍できる人材の育成に取り組んでいくことが求めら
れています。

青年海外協力隊及びシニア海外ボランティアの派遣者数　H28：24人

現状と
課題

外国人にとっても日本人にとっても暮らしやすい、多文化が共生する地域づくりが
進んでいるとともに、環日本海地域やアジアをはじめとする各国地域との幅広い交
流・協力のもと、グローバルに活躍する人材が集い、育っていること。

政 策 目 標 政策の目指すべき成果

（※１）ダイバーシティ  「多様性」などの意味を持つ英語。性別、年齢、人種、国籍、信仰などにこだわらず、多様な人材を活かし、それぞれの能力を発
揮させようという考え方。

（人） （％）
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（S55）
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1995
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（H22）
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（H27）

2016
（H28）

2017
（H29）

0.19% 0.20%
0.29%

0.62%

0.85%

1.30%
1.25% 1.28%

1.37%
1.56%

2,134 2,262
3,288

6,948

9,564

14,431 13,712 13,695
14,774

16,637

資料：県国際課調べ
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353

473
513

551
599 571 556 527 542

591

資料：県国際課調べ

■県内の外国人住民数の推移と総人口に占める割合 ■県内高等教育機関等に在学する留学生数

未来

23 展開目標３   文化・スポーツの振興と多彩な県民活動の推進

グローバル社会における地域づくり・人づくり

(「元気とやま創造計画」より抜粋 )
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319第２章　基本政策 ／ 第３節　未来とやま
３ 文化・スポーツの振興と多彩な県民活動の推進
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●外国人住民の増加、定住化の進展を踏まえ、多言語による情報提供や相談体制
の充実、日本語習得の支援、国際人材の社会参加の促進などを通じた、外国人
住民を含めたすべての県民が互いの文化の違いや価値観を尊重し、共に安心して
暮らせる地域づくりを推進します。

●国際交流・協力については、友好提携先との幅広い交流・協力関係をベースとし
つつ、留学生、研修生のほか、技能実習生等の外国人材の受入れ・育成を促進
します。特に、環日本海・アジア地域の成長エネルギーを富山県の発展につなげ
る観点から、アセアン地域等からの優秀な留学生の受入れの拡大や県内企業へ
の定着を促進します。　

●次代を担う若者から経験豊かなシニア世代に至るまで、幅広い世代の県民が国際
社会に貢献する人材としてグローバルに活躍できるよう、ＪＩＣＡ（独立行政法人
国際協力機構）ボランティアの支援や学齢期からの国際理解教育・国際交流を促
進します。

●活力ある地域社会の実現、国際的視野を有する人材の育成、国際理解の促進、
国際社会への貢献といった観点から、県民や民間団体等の主体的かつ多様な国
際交流・協力活動の取組みを支援します。

取組みの
基本方向

1 多文化共生の地
域づくり

●多言語による生活情報の提供及び生活相談の充実
●日本社会における生活の基盤となる日本語習得のための日本語教室の開催な

ど、地域ぐるみでの支援
●外国人児童生徒の学習をサポートする取組みに対する支援
●外国人住民の地域参加の促進及び地域と外国人住民との橋渡し役となれる外

国人キーパーソンの育成
●地域住民への意識啓発、「日本語ボランティア」や「災害時外国人支援ボラン

ティア」を養成する講座の開催など、多文化共生を支える人材の育成
●災害時における外国人住民に対する支援体制の整備

2
グローバルに活
躍する人材の積
極的な受入れ・
育成と活用

●外国人留学生が安心して勉学や研究に専念し、充実した留学生活を送るため
の奨学金支給等の支援

●アセアン地域等からの優秀な留学生の県内高等教育機関への受入・定着促進
●県内企業の海外事業展開や人材の多様性確保を支援するための、優秀な外国

人留学生の県内企業への就職促進
●海外からの技術研修員、県費留学生や技能実習生等の受入れによる国際貢献

を通じた国際交流・協力
●青年海外協力隊やシニア海外ボランティア等、ＪＩＣＡボランティアへの参

加促進を支援

主な施策
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319第２章　基本政策 ／ 第３節　未来とやま
３ 文化・スポーツの振興と多彩な県民活動の推進
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●外国人住民の増加、定住化の進展を踏まえ、多言語による情報提供や相談体制
の充実、日本語習得の支援、国際人材の社会参加の促進などを通じた、外国人
住民を含めたすべての県民が互いの文化の違いや価値観を尊重し、共に安心して
暮らせる地域づくりを推進します。

●国際交流・協力については、友好提携先との幅広い交流・協力関係をベースとし
つつ、留学生、研修生のほか、技能実習生等の外国人材の受入れ・育成を促進
します。特に、環日本海・アジア地域の成長エネルギーを富山県の発展につなげ
る観点から、アセアン地域等からの優秀な留学生の受入れの拡大や県内企業へ
の定着を促進します。　

●次代を担う若者から経験豊かなシニア世代に至るまで、幅広い世代の県民が国際
社会に貢献する人材としてグローバルに活躍できるよう、ＪＩＣＡ（独立行政法人
国際協力機構）ボランティアの支援や学齢期からの国際理解教育・国際交流を促
進します。

●活力ある地域社会の実現、国際的視野を有する人材の育成、国際理解の促進、
国際社会への貢献といった観点から、県民や民間団体等の主体的かつ多様な国
際交流・協力活動の取組みを支援します。

取組みの
基本方向

1 多文化共生の地
域づくり

●多言語による生活情報の提供及び生活相談の充実
●日本社会における生活の基盤となる日本語習得のための日本語教室の開催な

ど、地域ぐるみでの支援
●外国人児童生徒の学習をサポートする取組みに対する支援
●外国人住民の地域参加の促進及び地域と外国人住民との橋渡し役となれる外

国人キーパーソンの育成
●地域住民への意識啓発、「日本語ボランティア」や「災害時外国人支援ボラン

ティア」を養成する講座の開催など、多文化共生を支える人材の育成
●災害時における外国人住民に対する支援体制の整備

2
グローバルに活
躍する人材の積
極的な受入れ・
育成と活用

●外国人留学生が安心して勉学や研究に専念し、充実した留学生活を送るため
の奨学金支給等の支援

●アセアン地域等からの優秀な留学生の県内高等教育機関への受入・定着促進
●県内企業の海外事業展開や人材の多様性確保を支援するための、優秀な外国

人留学生の県内企業への就職促進
●海外からの技術研修員、県費留学生や技能実習生等の受入れによる国際貢献

を通じた国際交流・協力
●青年海外協力隊やシニア海外ボランティア等、ＪＩＣＡボランティアへの参

加促進を支援

主な施策

320 第２編　基本計画

県民等に期待する主な役割

（※２）富山ファン倶楽部  留学生や国際交流員、研修員などとして富山県で滞在経験があり、富山県の魅力をよく知る中国の方々を会員に、富山県と中
国との各分野における交流活動に協力することにより、富山県と中国との相互発展を図ることを目的として設立されたもの。会員数385名（2016

〈H28〉年末現在）。
（※３）沿海地方とやま友の会  富山県と沿海地方の友好提携25周年を記念して、富山県にゆかりのあるロシア人等の人的ネットワークを構築し、経済、

文化、教育など幅広い分野での交流に対する支援を得ることを目的として設立されたもの。会員数35名（2017〈H29〉年７月現在）。
（※４）とやま名誉友好大使  富山県を広く外国に紹介するため、本県に一定期間以上滞在した外国人の方々に委嘱し、本県の紹介に努めてもらうなど、

諸外国と富山県の「架け橋」として活躍していただくもの。委嘱者数1,424名（2016〈H28〉年末現在）。
（※５）日本海学  日本海とその周辺地域全体を、生命の源である海を共有する一つのまとまりとしてとらえ、海との関わりを軸にその自然・文化・歴史・

経済などを総合的に研究するとともに、地域間の交流を促進する学際的な取組み。

グローバル
社会における
地域づくり・
人づくり

● 異文化に対する理解と多様な価値
観の尊重

● 国際交流・協力活動への積極的な
参加

県 民

●優秀な留学生の積極的な雇用
●グローバルに活躍する人材の育成

企 業

● 国際交流・協力活動への県民の参加
機会の提供

●  国際交流・協力活動の企画や実践

ＮＰＯ等

● 外国人住民のための多言語による生活情報
の提供や生活相談の充実

● 外国人住民にも利用しやすい行政サービス
の提供

市町村

● 地域での交流活動への参加
● 生活基盤となる日本語の習得

外国人住民

●  優秀な留学生の積極的な獲得・受入れと県内
企業への就職の促進

●   留学生のさらなる受入れ拡大と海外へのPR

大 学

3 多様な国際交流
・協力活動への
支援

●友好提携先等との人的・経済的な交流の促進及びそれに関する情報の県民へ
の提供

●とやま国際センターと連携協力したイベントの実施や活動情報、活動スペース、
活動機会の提供など、県民やＮＰＯ等による国際交流・協力活動への支援

●富山県大連事務所等の海外拠点を活用した県内企業の海外事業支援や、外国
人観光客の誘致など、多様な交流の促進

●富山ファン倶楽部（※２）（中国）や沿海地方とやま友の会（※３）（ロシア）、とや
ま名誉友好大使（※４）など、本県滞在経験者とのネットワークの充実と活用

●富山湾や日本海とその周辺地域の自然、環境、歴史、文化などを総合的に研
究し、学びのテーマとする「日本海学（※５）」の推進

●北西太平洋地域海行動計画（ＮＯＷＰＡＰ）への支援や海洋環境の保全の意義
の普及啓発など、環日本海地域等における環境協力活動の推進 Ⅱ　
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321第２章　基本政策 ／ 第３節　未来とやま
３ 文化・スポーツの振興と多彩な県民活動の推進

未
来
と
や
ま

23
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
お
け
る
地
域
づ
く
り
・
人
づ
く
り

県民参考指標 （政策目標を具体的にイメージするための参考となる指標）

とやま国際センター（ＴＩＣ）で養成したボランティア数（累計）
日本語ボランティア養成者数指標名及び

指標の説明

県内高等教育機関等に在学する留学生数
外国人留学生数指標名及び

指標の説明

人口10万人当たりの派遣者数
青年海外協力隊及びシニア海外ボランティアの派遣者数指標名及び

指標の説明

概ね５年前 現　況 2021年度、2026年度の姿
2011（H23） 2016（H28） 2021年度 2026年度 （目標設定の考え方）

外国人住民の増加、定住化の進
展を踏まえると、今後とも日本
語ボランティアの確保が必要で
あることから、毎年20名程度の
養成を目指す。

402 人 499 人 600 人 700 人

概ね５年前 現　況 2021年度、2026年度の姿
2011（H23） 2016（H28） 2021年度 2026年度 （目標設定の考え方）

成長著しいアセアン地域等から
の留学生を中心に、毎年10人程
度の増加を目指す。

571 人 542 人 590 人 640 人

概ね５年前 現　況 2021年度、2026年度の姿
2011（H23） 2016（H28） 2021年度 2026年度 （目標設定の考え方）

年度により活動者数に増減があ
るが、広報・啓発等を通じて参
加を促進し、現況以上を目指す。

2.8 人 2.3 人 現況以上 現況以上

県内在住中国人との春節の飾りつけ体験（JET世界まつり） 青年海外協力隊員としてタイの小学校を訪問
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とやま国際センター（ＴＩＣ）で養成したボランティア数（累計）
日本語ボランティア養成者数指標名及び

指標の説明

県内高等教育機関等に在学する留学生数
外国人留学生数指標名及び

指標の説明

人口10万人当たりの派遣者数
青年海外協力隊及びシニア海外ボランティアの派遣者数指標名及び

指標の説明

概ね５年前 現　況 2021年度、2026年度の姿
2011（H23） 2016（H28） 2021年度 2026年度 （目標設定の考え方）

外国人住民の増加、定住化の進
展を踏まえると、今後とも日本
語ボランティアの確保が必要で
あることから、毎年20名程度の
養成を目指す。

402 人 499 人 600 人 700 人

概ね５年前 現　況 2021年度、2026年度の姿
2011（H23） 2016（H28） 2021年度 2026年度 （目標設定の考え方）

成長著しいアセアン地域等から
の留学生を中心に、毎年10人程
度の増加を目指す。

571 人 542 人 590 人 640 人

概ね５年前 現　況 2021年度、2026年度の姿
2011（H23） 2016（H28） 2021年度 2026年度 （目標設定の考え方）

年度により活動者数に増減があ
るが、広報・啓発等を通じて参
加を促進し、現況以上を目指す。

2.8 人 2.3 人 現況以上 現況以上

県内在住中国人との春節の飾りつけ体験（JET世界まつり） 青年海外協力隊員としてタイの小学校を訪問
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